
 

 

 

 

 

こんにちは。平成 27 年度第１回目の水野敦之氏によるフレームワークセミナーの開催が決

定しました！今年度第 1 回目は、個別支援計画＝「めあて」や「支援計画」に焦点を当てて、

講義や演習を計画しています。未来図が倉敷市で発達支援を始めて、4年目となりました。日々

療育・発達支援をさせて頂く中で、未来図が大事にしている園や学校、他機関との協働、その

中で特性の理解や対応だけでなく、「めあて」や「支援計画」も協働して立てていく機会も多

く頂いてきました。「めあて」や「支援計画は」子どもの学びや気付き＝発達支援を進めてい

く上でとても重要で、要となるものでもあります。しかし日常のたくさんの情報や本人の特性・

気付き方等を踏まえ、「めあて」や「支援計画」を立てるということは、きっと悩んだり、迷

ったりすることがたくさんであると感じています。そこで今回は、『本人の特性や様々な生活

場面での様子、保護者のニーズ等から、「めあて」や「支援計画」をどのように立てるか』、こ

の流れを学べるセミナーにしたいと考えています。 

支援計画をたてるには、自閉症の特性を知ることや、そもそも自立とはどういうことなの

か？そこからめあてや課題をどう捉えるのか？このあたりのことを午前中に講義で確認し、午

後は実際に対象児の情報やビデオ等を見ながら、グループで「めあて・支援計画」を立ててい

きます。参加のご検討、どうぞ宜しくお願い致します。（※今回のセミナーは、支援者向けの

セミナーとなっており、支援者優先とさせて頂きます。もし保護者の方で受講されたい方は、

支援者で定員に達しない場合参加可能とします。保護者の方で受講されたい方は、未来図まで

お問い合わせをお願いします。） 

 

講演 

内容 

午前：「講義」 

⇒①『自閉症の特性』 ②『自立支援・生活支援・遊び』 ③『何をめあて・

課題にするか』 

 

午後：「グループ演習」 

⇒グループに分かれて、対象児の生活場面での様子や特性、保護者の方のニー

ズ、ご本人のビデオの様子等の情報を基に、「めあて」「支援計画」を立てる。 

日 時 
平成 27年８月 30日（日曜日）  

受付開始８：４５  開始９：００～１６：４５ （昼食休憩 12:00～13：00） 

場 所 くらしき健康福祉プラザ ２０１研修室 定 員 ５０名程度 

参加費 ８０００円 （当日受付払い） 

申込 

方法 

可能な方はメール、メールがない方はＦＡＸで申し込みをしてください。 

 mail  miraizu6@sky.megaegg.ne.jp  ＦＡＸ ０８６－４６６－１１９３ 

問い合わせ→（電話 086－４６６－１１９２） 当日携帯０８０―２９４７―１５１７ 
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本人の特性や生活の様子から考える個別支援計画 

～ どのように「めあて」や「支援計画」を立てるのか ～ 
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平成２７年度 自閉症フレームワークセミナー１ 申込用紙 

申込者
ふ り が な

  

勤務先（所属先）  

個人情報について 

演習するにあたり、名簿を配布します。名簿に氏名と勤務先をのせて良いか

どうかを教えて下さい。拒否の方に関しては、セミナー進行の効率を考え、

名字はのせさせて頂きます。   （  良い  ・  拒否  ） 

領収書について 

（  必要  ・  不必要  ）※必要な方は必ず宛名をご記入下さい。 

宛名（                    ） 

住所（所属先） 
〒 

連絡先 
TEL 

E-mail  

自閉症支援の経験年数       年 （内構造化された指導の経験年数    年） 

事前質問 

現場で「支援計画」や「めあて」をたてることに関する内容で、質

問や悩み等がありましたら、教えて下さい。 

 

 

 

※定員に達して受講ができない時に限り、連絡をさせて頂きます。連絡がない方は受講決定とさ

せて頂きます。 

※今回頂いた情報はこのセミナーのみ使用し、それ以外の用途は使用しません。 

※昼食につきましては、各自でご準備ください。 

※講演中の撮影や録音はご遠慮ください。 

水野 敦之 氏 

・社会福祉法人つつじ（広島県東広島市） 

 ＊広島県発達障害市町サポートコーチ事業 サポートコーチ 

 ＊児童発達支援センター ぐるんぱ 統括ディレクター 

・著書：『「きづき」と「できる」から始める フレームワークを活用した自閉症支援』 

・国内各地の事業体・地域での自閉症支援コンサルタントやコーディネーターとして活躍されており、自閉

症の人たちの生活や行動・余暇・就労など、幼児期から成人期までの幅広い取り組みをされています。 

講師紹介 


